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柳田 博子 論文内容の要旨 
 
 
主  論  文 
 
 
Qualitative and quantitative evaluation of central incisor movement by integration of 
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した 17 歳 3 か月から 24 歳 9 か月（平均年齢 22 歳 6 か月）の 10 人の被験者（男性 4 名、







UNISN, Osaka, Japan)を用い表面形状データを取り込み、そのデータを 3D-CG ソフトウェア










システマティック・エラーについては、paired t-test を用い有意水準を p<0.05 として検討し





セファロ分析の１回目と 2 回目、三次元模型分析の１回目と 2 回目、セファロ分析と三次元
模型分析において paired t-test では全てにおいて有意差を認めなかった。 
Pearson の相関係数はセファロ分析間、三次元模型分析間、セファロ分析と三次元模型分
析間の全てにおいて十分に高い値が得られた。 



















Dahlberg formula と 95％信頼区間より、新たに開発した三次元歯列模型計測法の方がセフ
ァロ分析法よりも高い測定精度と再現性を有していたと考えられた。 
本研究において、セファログラムと三次元模型データを重ね合わせることにより治療前後
の歯の定性的および定量的評価が行えることが示された。 
 
